
1

「
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
」
と
は
「
曼
珠
沙
華
」

増

山

雄

三

先

日

、

テ

レ

ビ

を

見

て

い

た

ら

、

奈

良

県

御

所

市

に

あ

る

「

棚

田

の

中

の

伏

見

の

た

め

池

」

と

し

て

、

奈

良

県

登

録

資

産

に

登

録

さ

れ

て

い

る

「

伏

見

池

」

の

周

り

に

、

頭

を

垂

れ

る

稲

穂

を

背

景

に

し

て

、

深

紅

の

ヒ

ガ

ン

バ

ナ

が

、

ぐ

る

り

と

取

巻

い

て

咲

い

て

い

る

の

が

映

っ

て

い

た

。

そ

こ

で

、

Ｊ

Ｒ

和

歌

山

線

に

乗

り

、

明

治

期

に

創

建

さ

れ

、

そ

の

面

影

を

残

す

駅

舎

の

御

所

駅

で

降

り

立

ち

、

レ

ト

ロ

な

雰

囲

気

の

商

店

街

に

あ

っ

た

観

光

案

内

所

で

、

「
『

ヒ

ガ

ン

バ

ナ

池

』

と

か

『

丸

池

』

と

呼

ば

れ

る

場

所

が

あ

る

と

聞

い

て

き

た

ん

で

す

」

と

尋

ね

る

と

、

「

あ

ァ

『

伏

見

池

』

の

こ

と

で

す

ね

」

と

い

っ

て

、

す

ぐ

教

え

て

く

れ

た

。

こ

の

池

は

、

今

も

地

域

の

貴

重

な

水

源

に

な

っ

て

い

る

が

、

同

市

観

光

協

会

が

設

け

て

い

る

「

葛

城

の

道

コ

ー

ス

」

沿

い

に

あ

り

、

そ

こ

か

ら

、

金

剛

・

葛
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城

の

山

並

み

を

背

に

眼

下

に

大

和

平

野

が

広

が

り

、

更

に

、

千

八

百

体

も

石

仏

が

あ

る

「

九

品

寺

」

や

、

「

い

ち

ご

ん

さ

ん

」

と

親

し

ま

れ

て

い

る

、

「

葛

城

一

言

主

神

社

」

な

ど

の

名

所

も

あ

る

。

こ

の

神

社

は

、

一

言

で

願

い

を

叶

え

て

く

れ

る

と

い

う

一

言

主

神

と

、

雄

略

天

皇

の

二

柱

を

祭

神

と

し

て

信

仰

さ

れ

て

い

る

が

、

古

事

紀

に

よ

れ

ば

、

第

二

十

一

代

雄

略

天

皇

が

葛

城

山

中

で

狩

猟

を

し

て

い

た

際

、

天

皇

と

同

じ

姿

の

一

言

主

神

が

現

れ

た

の

で

、

互

い

に

狩

猟

を

競

っ

た

あ

と

、

天

皇

が

、

持

参

し

て

い

た

大

御

刀

と

弓

矢

、

そ

れ

に

着

て

い

た

衣

服

を

神

に

献

じ

て

拝

礼

し

た

、

と

記

さ

れ

て

い

る

。

さ

て

、

例

年

、

九

月

か

ら

十

一

月

ま

で

走

る

、

ご

せ

葛

城

の

道

臨

時

バ

ス

は

、

コ

ロ

ナ

の

感

染

拡

大

防

止

で

運

行

が

停

止

さ

れ

て

い

た

の

で

、

歩

い

て

い

く

道

す

が

ら

、

至

る

所

に

ヒ

ガ

ン

バ

ナ

が

群

生

し

て

い

て

、

空

の

青

さ

の

中

に

、

真

っ

赤

な

花

と

真

直

ぐ

に

立

つ

緑

の

茎

が

、

鮮

や

か

に

映

え

て

い

る

。

と

こ

ろ

で

、

俳

句

な

ど

で

用

い

ら

れ

て

い

る

季

語

の

「

曼

珠

沙

華

」

は

、

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト

語

の

「

マ
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ン

ジ

ュ

―

シ

ャ

カ

」

の

音

を

写

し

た

語

で

あ

る

と

い

わ

れ

て

い

る

の

で

、

い

わ

ば

、

こ

の

花

は

有

難

い

仏

教

植

物

な

の

で

あ

る

。

そ

ん

な

事

も

あ

る

の

か

、

こ

の

花

は

、

な

ぜ

か

も

の

悲

し

さ

が

重

な

る

花

で

、

私

が

逃

惑

っ

た

空

襲

の

焼

け

跡

で

、

ク

ッ

キ

リ

咲

い

て

い

た

の

を

思

い

出

す

が

、

伏

見

地

区

に

戻

っ

て

く

る

と

、

路

傍

に

は

「

葛

城

三

十

八

景

」

の

漢

詩

が

紹

介

さ

れ

て

い

て

、

そ

れ

は

、

「

中

秋

の

名

月

を

思

い

浮

か

べ

、

月

が

西

の

山

へ

落

ち

て

い

く

の

を

ず

っ

と

看

て

い

る

」

と

結

ば

れ

た

詩

の

説

明

板

を

、

何

度

も

読

み

返

し

た

。

そ

の

あ

と

、

近

く

の

地

蔵

さ

ん

に

挨

拶

し

、

棚

田

の

間

を

縫

う

よ

う

に

し

て

上

が

る

と

、

黄

金

色

の

稲

穂

が

頭

を

垂

れ

、

ヒ

ガ

ン

バ

ナ

と

の

コ

ン

ト

ラ

ス

ト

が

眩

し

い

が

、

汗

を

拭

っ

て

振

り

返

る

と

、

大

峰

山

系

の

山

々

も

見

え

、

伏

見

池

の

ヒ

ガ

ン

バ

ナ

も

、

私

の

到

着

を

待

つ

よ

う

に

咲

き

誇

っ

て

い

た

。

折

角

な

の

で

、

明

治

三

十

五

年

（

一

九

○

二

年

）

に

開

設

の

、

旧

名

柄

郵

便

局

舎

の

「

郵

便

長

柄

館

」

に

立

ち

寄

る

と

、

明

治

末

か

ら

昭

和

初

期

に

か

け

て
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の

旧

逓

信

省

発

行

の

絵

葉

書

や

、

赤

い

人

力

郵

便

車

が

展

示

さ

れ

、

庭

園

に

は

「

郵

便

配

達

夫

の

像

」

も

立

っ

て

い

て

、

葛

城

の

道

か

ら

夕

日

を

浴

び

帰

途

に

着

く

と

、

ハ

ゼ

て

落

ち

た

栗

や

色

ず

く

柿

な

ど

、

小

さ

い

秋

に

も

一

杯

出

会

え

た

一

日

だ

っ

た

。

令

和

二

年

十

一

月


